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議題

１：本田英之様(青山荘入所者様)の処遇について

２：平康子様（青明舎利用者様）の処遇について

３：小笠原富治様（青風荘入所者様）の処遇について

1：本田英之様(青山荘入所者様)の処遇について

病名：統合失調症　　　　合併症：なし

<問題点>

・病識のなさからくる自らの障害否定、物事に取り組もうとする意欲の低下、対人関係、生活リズムの乱れ

介入方法

①デイケア利用時

・　面談を行い、デイケア通所の必要性や意味合いなどを説明。通所時のルール確認を行っていく。

・　デイケア利用にて、日中活動の安定化と対人関係でのストレスの対処方法を覚えていく。
②就労について

・　就労支援について、病状をオープンにすることクローズにする事のメリット・デメリットを説明し就労を行う場合の注意点の指導を行っていく。

・　青明舎と協力して就労支援の利用を行っていく。

・　履歴書作成からハローワークや職場体験の活用など就労支援を具体化させていく。

③生活リズム（服薬を含む）

・　疾病教室を行い、服薬の必要性の意識向上を図る。

・　外泊時の過ごし方も想定して、起床時間や就床時間、日中の過ごし方についてスケジュールを立ててもらい、それに沿って行動してもらう。その上で、自己の生活の振り返りを行ってもらう。

〈評価〉

・　退所までの期間内で本人が自らの方向性を見い出し、取り組む姿勢が出てきた場合は、施設側でも対応して支援していくこととし、今後もこれまでの支援を継続していく。

・　 入所後2年の期間内で家族関係の修復が出来たことが入所の成果として本人の自信になっている。最近の傾向として徐々に職員の話を受容しつつあり、フィードバックできるようになってきている。定期的な面談を取り入れていき、方向性が決まり次第退所へと進める。

②体調・食事管理　

・　就労支援については、青山荘と青明舎で連携し、密に連絡を取りながら進めていく。

２：平康子様（青明舎登録者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　合併症：糖尿病

〈問題点〉

①書類の手続きについて執拗に確認や不安を訴える。

介入方法

· 訪問時不安定な時は書類を記入する時に住所の｛大字｝を書き忘れたので、年金が入らないのではないかなど、不安の訴えることが執拗に毎日のようにあるため、社会保険事務所へ直接本人に電話で確認して頂いた。

年金振込通知書が６月中にくることを伝える。１０日に通知が届いたら安心した様子でいた。

五戸町役場から来た利用者負担額の認定の申請書類の記入時はデイでも不安定になると同じことを訴えるために、デイのスタッフ様も立ち会って頂き本人が解る範囲で記入していくように支援し不安の軽減を図る。

五戸町役場から来た利用者負担額の認定の申請書類の記入時はデイでも不安定になると同じことを訴えるために、デイのスタッフ様も立ち会って頂き本人が解る範囲で記入していくように支援し不安の軽減を図る。

· 不安から身体不調等ある場合には外来・病院ＳＷ・通所・世話人と情報共有を行う。（肩の痛みを訴えることあり）

· 家族との関係性についても着目し住所はそのままで、郵便局の　転居届けで対応し家族の状況を見守ることとしている。

３：小笠原富治様（青風荘利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　合併症：なし

〈問題点〉

①集団生活について

・使用時間を守れないことが多い

介入方法

洗濯機の利用について

· 洗濯機の利用時間について最初に行なうこと固執することがあり、特定の入所者とトラブルとなることがあるため、休日などは1日中洗濯が行なえることを説明していく。

洗面所の使用について

時間を守らないことで他者の就床時間に使用することになり迷惑となることをその都度、指導していく。

②自分から要望や希望をうまく話すことができない

· 自分から訴えてくる事が少ない為、スタッフから定期的に本人と話し合う機会を持ち興味や関心がある事柄についてスタッフから提案し意欲、関心を引き出す。

例として

□映画に興味を持っている事から映画の新作情報が出たら話題を提供する。

· 定期的に外出に連れ出し、（買物・気分転換）社会体験をさせる。

・　家族との関係性についても着目し住所はそのままで、郵便局の転居届けで対応し家族の状況を見守ることとしている。

②体調・食事管理

③自室の整理
介入方法

· 訪問時不安定な時は書類を記入する時に住所の｛大字｝を書き忘れたので、年金が入らないのではないかなど、不安の訴えることが執拗に毎日のようにあるため、社会保険事務所へ直接本人に電話で確認して頂いた。

年金振込通知書が６月中にくることを伝える。１０日に通知が届いた際は安心した様子。

五戸町役場から来た利用者負担額の認定の申請書類の記入時はデイでも不安定になると同じことを訴えるために、デイのスタッフ様も立ち会って頂き本人が解る範囲で記入していくように支援し不安の軽減を図る。

· 不安から身体不調等ある場合には外来・病院ＳＷ・通所・世話人と情報共有を行う。（肩の痛みを訴えることあり）

· 家族との関係性についても着目し住所はそのままで、郵便局の　転居届けで対応し家族の状況を見守ることとしています。

３：小笠原富治様（青風荘利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　合併症：なし

〈問題点〉

①集団生活について

・使用時間を守れないことが多い

介入方法

洗濯機の利用について

· 洗濯機の利用時間について最初に行なうこと固執することがあり、特定の入所者とトラブルとなることがあるため、休日などは1日中洗濯が行なえることを説明していく。

洗面所の使用について

時間を守らないことで他者の就床時間に使用することになり迷惑となることをその都度、指導していく。

②自分から要望や希望をうまく話すことができない

· 自分から訴えてくる事が少ない為、スタッフから定期的に本人と話し合う機会を持ち興味や関心がある事柄についてスタッフから提案し意欲、関心を引き出す。

例として

□映画に興味を持っている事から映画の新作情報が出たら話題を提供する。

· 定期的に外出に連れ出し、（買物・気分転換）社会体験をさせる。

介入方法

・　血液検査結果や体重について定期的に本人・外来ＮＳ・カルテを確認し、医師から受けた指導内容について把握し、生活状況や体調の確認を行う。

・　食事内容については米飯と味噌汁（野菜不足を補うために２種の具を入れること）と副食は惣菜を食べている。

・　高血圧による頭痛時には訪問しバイタル測定実施。安静を伝え、各関係機関へも情報提供を行う。必要時には病院受診を行う。

③自室の整理

介入方法

・　訪問時には定期的に室内の様子を確認し清掃の促しをする。

・　自室内が整理されていないことで、紛失物が多いことを振り返り、清掃を促す。特に書類の紛失がないように決まった袋に入れて置くことを励行していただく。
〈評価〉

・　 本人が現住所としている自宅を含めた土地等の財産について整理していく。財産処分については、現地調査、登記調査をを行った上で進めていく必要があることから、家族関係維持の為の支援を継続していく。

・　現在は夕飯を自炊している。金銭面の負担軽減の為デイナイト利用も要検討。将来的には生活保護申請も視野に入れた支援を行う必要がある。

・　書類等の手続きに対する不安の訴え、体調・食事管理、自室の整理については、本人と話し合いながら支援を行っていく。

　

３：小笠原富治様（青風荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　合併症： なし

〈問題点〉

①　集団生活について（使用時間を守れない事が多い）

洗濯機の利用について

・　洗濯機の利用時間について最初に行なうこと固執することがあり、特定の入所者とトラブルとなることがあるため、休日などは1日中洗濯が行なえることを説明していく。

洗面所の使用について

介入方法

・　時間を守らないことで他者の就床時間に使用することになり迷惑となることをその都度、指導していく。

②　自分から要望や希望を上手く話す事が出来ない。

介入方法

・　自分から訴えてくる事が少ない為、スタッフから定期的に本人と話し合う機会を持ち興味や関心がある事柄についてスタッフからから提案し、意欲、関心を引き出す。

例として　: 映画に興味を持っている事から映画の新作情報が出たら話題を提供する。
・　定期的に外出に連れ出し、（買物・気分転換）社会体験をさせる。

〈評価〉

・　本人の興味や関心に関する情報を提供し、意欲や関心を引き出していく。

・　自室にいる事が多いが、音楽鑑賞など趣味への取り組みは出来ている。職員からの働きかけを増やし、外出を促すなど気晴らしの機会を積極的に作っていく。

・　貯金が多いことから、自分の為に使うよう促しを行っていく。







